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「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告  

                     秦  康 夫            

2 0 1 5 年年年年 ６６６６ 月月月月 ２ １２ １２ １２ １ 日日日日 （ 日 ）（ 日 ）（ 日 ）（ 日 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 5 ; 3 0      

作 業 項 目 ： １ ） 枝 打 ち ・ つ る 切 り  

     ２ ） 水 切 り 溝 整 備 ・ 設 置   

 高 所 の 枝 打 ち は 、 梯 子 や ア ル ミ ス テ ッ プ を 使 い 木 に 登

っ て す る も の だ と 思 っ て い た が 、 会 で 高 枝 鋸 と い う 便 利

な 道 具 を 調 達 し て も ら っ た の で 、 早 速 実 地 で 試 し て み る

こ と に し た 。 伸 縮 式 に な っ て い て 、 伸 ば せ ば ５ ｍ 位 の 高

さ に な る 。4 4 林 班 東 南 部 の 東 海 自 然 歩 道 沿 い 地 区 は ほ ぼ

間 伐 は 終 了 し て い る が 、 手 の 届 か な い と こ ろ の 枝 打 ち に

は 勿 論 全 然 手 を つ け て い な い 。 高 枝 鋸 は ５ 本 あ る の で 、

２ 班 に 分 か れ て 作 業 を 始 め た 。ノ コ ギ リ の 切 れ 味 は 鋭 く 、 

面 白 い よ う に 作 業 は 進 み 、 今 ま で 気 に な っ て い た 高 所 の

枝 （ 枯 れ 枝 も 多 い ） が 切 り 払 わ れ て 、 作 業 済 み の 林 間 は

極 め て ス ッ キ リ し た 。  

 た だ 、 尖 端 に 鋭 い 刃 の つ い た 長 く て 重 い 道 具 な の で 、

取 り 扱 い に は 細 心 の 注 意 が 必 要 で あ る 。 作 業 前 の 各 接 続

部 の ロ ッ ク 確 認 、 作 業 中 及 び 鞘 を 外 し て の 移 動 時 は 接 近

作 業 の 厳 禁 、 相 当 太 い 枝 ま で 伐 れ る の で 落 ち て く る 枝 に

注 意 、 特 に 東 海 自 然 歩 道 沿 い は 通 行 者 に 厳 重 注 意 等 々 、    

作 業 上 の 注 意 事 項 に 留 意 し て 安 全 作 業 を 心 掛 け た い 。  

 近 辺 の 東 海 自 然 歩 道 に は 随 所 に 水 切 り 溝 が 設 置 さ れ て

い る が 、 手 入 れ が 行 き 届 か な い た め 、 土 や 落 ち 葉 で 埋 ま

っ て し ま っ た り 、 流 土 が 盛 り 上 が り 隠 れ て し ま っ た り し

て 、 水 切 り の 役 を な さ な い も の が 殆 ど で あ る 。 枝 打 ち 作

業 の 傍 ら ５ ～ ６ 箇 所 の 水 切 り 溝 の 、 整 備 、 掘 り 起 こ し 、  

新 設 を 行 っ た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】 斧 田 一 陽 猪 川 誠 小 櫃 徹 夫 倉 谷 邦 雄 薦 田 佳 一  
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須 本 淳 史 福 井 誠 丸 山 喜 代 司 宮 本 廣 秦 康 夫  計 1 0 名  

                                                                  

 

①  集 合 写 真  

 

②  高 枝 鋸 を 使 っ て の 枝 切 り 作 業  
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③  高 枝 刈 り 作 業 中  

 

④  水 切 り 溝 整 備 ( 東 海 自 然 歩 道 )  

 


